
平
成
十
九
年
二
月
二
十
日
提
出

質

問

第

七

八

号

二
〇
〇
二
年
九
月
十
七
日
の
日
朝
首
脳
会
談
の
準
備
過
程
で
行
わ
れ
た
外
交
交
渉
の
記
録
に
関
す
る
質
問
主
意

書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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二
〇
〇
二
年
九
月
十
七
日
の
日
朝
首
脳
会
談
の
準
備
過
程
で
行
わ
れ
た
外
交
交
渉
の
記
録
に
関
す
る
質
問
主
意

書

一

外
交
交
渉
の
定
義
如
何
。

二

外
交
交
渉
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
記
録
を
作
成
す
る
こ
と
が
免
除
さ
れ
て
い
る
か
。

三

二
〇
〇
二
年
九
月
十
七
日
の
日
朝
首
脳
会
談
の
準
備
過
程
で
、
当
時
の
田
中
均
外
務
省
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
長
が
北
朝
鮮
関

係
者
と
行
っ
た
外
交
交
渉
に
関
し
て
、
秘
密
保
全
の
理
由
か
ら
記
録
が
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
。

四

『
文
藝
春
秋
』
二
〇
〇
七
年
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
手
嶋
龍
一
氏
が
執
筆
し
た
「
小
泉
訪
朝

破
綻
し
た
欺
瞞
の

外
交
」
と
い
う
論
文
に
お
い
て
、

「
田
中
均
チ
ー
ム
と
ミ
ス
タ
ー
Ｘ
と
の
交
渉
は
、
北
京
で
、
大
連
で
と
、
前
後
三
十
回
以
上
に
も
及
ん
で
い
る
。
だ
が
、

現
地
か
ら
は
一
通
の
公
電
も
発
出
さ
れ
て
い
な
い
。
交
渉
の
中
味
を
知
り
う
る
の
は
、
首
相
、
官
房
長
官
、
事
務
担
当
の
官

房
副
長
官
、
外
相
、
外
務
次
官
、
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
長
、
北
東
ア
ジ
ア
課
長
に
限
ら
れ
て
い
た
。
機
密
保
持
の
た
め
と
し
て

政
府
部
内
に
は
一
切
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。

『
国
家
の
命
運
を
左
右
す
る
こ
れ
ほ
ど
重
要
な
交
渉
の
記
録
を
わ
れ
わ
れ
は
絶
え
て
い
ち
ど
も
眼
に
し
た
こ
と
が
な
い
。

一



そ
れ
ゆ
え
、
今
次
の
日
朝
交
渉
は
、
多
く
の
問
題
を
孕
み
な
が
ら
も
、
い
っ
た
い
何
が
起
こ
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
検
証
す
る

手
立
て
す
ら
な
い
の
が
実
情
だ
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
交
渉
当
事
者
の
恣
意
的
な
説
明
が
い
ま
も
ま
か
り
通
っ
て
い
る
』

条
約
局
に
あ
っ
て
『
平
壌
宣
言
』
に
か
か
わ
っ
た
担
当
官
は
こ
う
語
っ
て
い
る
。
」

と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

五

「
田
中
均
チ
ー
ム
と
ミ
ス
タ
ー
Ｘ
と
の
交
渉
は
、
北
京
で
、
大
連
で
と
、
前
後
三
十
回
以
上
に
も
及
ん
で
い
る
。
だ
が
、

現
地
か
ら
は
一
通
の
公
電
も
発
出
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
。

六

条
約
局
で
二
〇
〇
二
年
の
日
朝
平
壌
宣
言
の
作
成
に
関
与
し
た
課
長
職
以
上
の
外
務
省
職
員
の
官
職
氏
名
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

七

外
務
省
職
員
で
手
嶋
龍
一
氏
に
対
し
て
、
「
国
家
の
命
運
を
左
右
す
る
こ
れ
ほ
ど
重
要
な
交
渉
の
記
録
を
わ
れ
わ
れ
は
絶

え
て
い
ち
ど
も
眼
に
し
た
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
次
の
日
朝
交
渉
は
、
多
く
の
問
題
を
孕
み
な
が
ら
も
、
い
っ
た
い

何
が
起
こ
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
検
証
す
る
手
立
て
す
ら
な
い
の
が
実
情
だ
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
交
渉
当
事
者
の
恣
意
的
な
説
明

が
い
ま
も
ま
か
り
通
っ
て
い
る
」
と
の
趣
旨
の
発
言
を
し
た
者
が
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


